
えがお ３月号  NO，１２ 

 やわらかな早春の日ざしが心地よく感じられる季節になりました。春になって気持ちが明るくな

るのと同時に、花粉症に悩まされている人も多いのではないでしょうか。先週は３年生が卒業し、

１，２年生の皆さんは、寂しい気持ちと新たに頑張ろうという気持ちが入り交じり、複雑な思いで

いるのではないでしょうか。さて、この３月は新年度の準備期間になります。進級に向けて、心も

身体も整えて、新年度よいスタートを切ってほしいと思います。 

      かぜ症状の欠席が多くなっています！ 
今、本校では 1年生を中心に、かぜ症状で欠席する人が多くなっています。中には新型コロナに

罹患している人もおり、今後、流行しないか心配している状況です。皆さんは引き続き、こまめな

手洗いと教室の換気に配慮し、十分な睡眠と栄養を摂ってください。また、少しでも体調が悪い時

は、決して無理せずに保健室に来てくださいね。皆で無事修了式を迎えましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月 13日 

南郷中学校 保健室 

病気の人は？ 

２９９ 人 人 

保健室来室人数は？ 

   ６１６人 
けがをした人は？ 

 ２０２ 人 

相談などで来

室した人は？ 

 １１５ 人 

一番来室の多

かった月は？ 

  ６ 月 

一番来室の多か

った症状は？ 

頭 痛 

一番来室の多か

ったけがは？ 

打 撲 

 保護者の皆様へお願い 

＊  現在１年生を中心に、かぜ症状（頭痛、発熱、咳、倦怠感など）で欠席するお

子さんが多くなっており、新型コロナに罹患しているお子さんもおります。また、

町内の小学校では、インフルエンザで学級閉鎖になっている状況です。 

お子さんの体調が悪い場合は、なるべく病院を受診していただきますようお願い

いたします。 

＊  コロナ禍と言われるようになってから、全国的に歯科医への受診率が悪くなっ

ております。本校でも、むし歯の治療等がまだ済んでいないお子さんがいますの

で、早めに歯科医を受診するようお願いいたします。 

 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耳に優しい言葉を話そう 

3 月 3 日は「耳の日」です。日頃、あまり意識していない「耳」ですが、私たちが生活する

上でとても大切な役割をしています。なぜなら、人は耳から聞こえてくる音や言葉で、様々な

情報を得たり、コミュニケーションをとったりします。その聞こえてくる言葉が「穏やかな優

しい言葉」なのか「とげとげしい言葉」なのかで、気持ちや行動は大きく変わってしまいます。 

言葉は「心」と深く関わっていて、穏やかな優しい気持ちのときは言葉遣いも優しくなりま

すが、疲れていたりイライラしたりしていると、とげとげしい言い方になってしまいます。つ

まり自分の感情をコントロールできないと、相手を言葉で傷つけてしまうのです。 

皆さんの中にも、言葉遣いが悪くて友達を不愉快にさせてしまったり、傷つけてしまうなど、

トラブルの原因になった人はいませんか？また、自分は傷つけるつもりじゃなかったのに傷つ

けてしまったり怒らせてしまったり、そういう経験はありませんか？ 

今は会話だけではなく、LINE やインスタなどで友達とコミュニケーションをとることも多

いと思います。相手の表情や態度が見えない分、書き込む言葉には十分注意しましょう。 

言葉は、その人の人柄や心の様子がにじみでてきます。ぜひ、耳に優しい言葉を話せる人に

なりましょうね。 


